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熱中症は「気温が高い」「日ざしが軌、」などのときに起こりやすくなります。でも実は、「湿度が高

い」「風通しがよくない」などの時には、部屋の中や夜でもゆだんできませんまた、すいみん不足だった

り、まれていたり、ほかの原因で体の具合がよくないときも室注釜です。「まさか」にならないように、い
つか　　　　　　　　　　　　　　　けんいん　　カ、らだ　　ぐあい

つでも、どんなときでも、しっかり予防につとめましょう。

●一一7月のはけん目標－●

夏の健康に気をつけよう！
夏なのに？せき、発熱‥・夏かぜとは？

かぜは冬にひくもの…とは取はせん。かぜの原因となるウイルスは200種類以上ありますが、

高温多湿である夏に流行しやすいものもあるのです。

●咽頭結膜炎

「プール軌と呼ばれ、のどの痛みや発凱ときには裟しい議などの症状がみられます。

●ヘルパンギーナ

39～40℃の高い熟が出るほか、上あごの粘膜やのどの奥に水痘ができます。

●手足口病

37～38℃の袈（箋袈しない場合もあり）、手や足などに発疹が現れます。



輔のために臥筈のかぜと；指しが毒我いJrス蔑みをさけ軌などの鼠こ「タオルの芽若を

さける」rエアコンによる冷えを防ぐ」ことなども必要です。もしかして…と感じたら早めの安静とき休

養を心がけましょう。

●一汗について－●

匪壷表

書きがきびしい日やはげしい連動をした後は、汗がいっぱい出ます。私たちの体は外の気温の上昇

や運動で熟をもつと、その熟を体の外へ逃がして、体温を一定に保とうとするはたらきがあはす。

具体的に臥分泌された芹が鷲菟する臥こ筈の芸指の蒜を馨っていく（気化熱）ことで、体が削なり

すぎることを防いでいるのです。

汗をかいたら・・

そのままにしておくと体が冷えてしまいます。清潔なタオルやハンカチでしっかりふき取りましょう。

汗が出たぶん、体から水分と塩分が失われます。こまめに青蕗するように心がけましょう。

「汗くさい」のは汗に含まれている点鎚議などの成分と皮ふの常在菌によるものです。お風呂やシャ

ワーですっきり洗い菰し、皮ふの清潔を保ちましょう。


